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１．まえがき （章見出しはMSゴシック10 pt）
本文はMS明朝9pt（推奨）全角文字を用いて1ページあたり28文字×55行×2段（段の間隔8mm）で印字する．

本文のインテンドは全角1文字分とする．
和文における句読点は，原則｢，｣，｢．｣とする．

 



章見出しの前は1行空ける．
２．大都市におけるヒートアイランドの概要
2.1　地域特性 （節の見出しはMSゴシック9 pt）
符号は次の通りとする．
章：１．，２．（MSゴシック10 pt全角）
節：1.1，1.2（MSゴシック9 pt半角）
項：(1)，(2)（MSゴシック9 pt半角）
細項：a.，b.（MSゴシック9 pt半角）

数式には通し番号を付ける．番号は( )をつけて，行の右端から全角1文字分が残るように書く．また，式は全角2文字文インテンドして記述する．本文中で引用する場合には式(1)，式(2)のように書く．

G - F=pV                                        (1)


単位はSIとし，必要に応じて従来単位を併記する．












３．図表
(1) 図には‘Figure 1’，表には‘Table 1’ のように通し番号を付ける．写真は図に含める．また，和文の本文中では，図1，表1のように記す．
(2) 図表は，本文の説明箇所の近くにセンタリングして置く．
(3) 図表には，説明句をつける．図表中に記入する文字・語句は原則として英語（Times New Roman 9pt）にする．
(4) 図は，大きめのものにする．図中の文字は，本文の文字と同程度の大きさのものにする．

下記のFigure 1は図の例である．通し番号・説明は図の下に書く．表については，表の上に書く．

[image: ]
Figure 1  Annual mean temperature changes
in Osaka city since 1883

図表の上下は1行ずつ空ける．










４．結論
原稿には得られた結論（の概要）を明記する．
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参考文献
(1) 文献は，本文の最後に，番号順に列記する．
(2) 文献は，本文中の引用箇所には，文章の右肩に小括弧を付した番号を上付文字として記入する（例：(1)(2)）．
(3) 文献の著者が複数の場合は，なるべく著者全員の名を記載する．著者名の間の‘and’は省略してよい．雑誌名を略記するときは“Chemical Abstracts”の方式に準拠する．

記述例：
・雑誌の場合
(1) 著者名，題目，雑誌名，巻数-号数(発行年)，開始ページ－終了ページ．
(2) 佐藤太郎・鈴木花子，ヒートアイランドに関する調査研究，ヒートアイランド学会誌，9-6(1983)，pp.37-40．

・書籍の場合
(3) 著（編）者名，書名，巻（1 巻のみの場合は不要）（発行年），出版社，出版地（外国書籍の場合のみ）．
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